
2005

3   /15
木々の間に天王山配水池が見える冬の雨

あま

壺
つぼ

山
やま

の風景



受講生募集　ポルトガル語会話教室

3 広報ひこね　平成17年３月15日 2広報ひこね　平成17年３月15日

第13回　ポルトガル語になった日本語

◆発音はそのまま
前回紹介したポルトガル語のあいさつやいくつかの言葉
は、もう覚えてもらえましたか？今回は、日本語からポル
トガル語になった言葉を紹介します。皆さんの身近な日本
語が、ブラジルなどでポルトガル語として話されているの
です。

屏風
びょうぶ

= BIOMBO
ビオンボ

茶= CHÁ
シャ

柔道= JUDÔ
ジュドー

芸者= GUEIXA
ゲイシャー

侍
さむらい

= SAMURAI
サムラァイ

着物= QUIMONO
キモーノ

寿司= SUSHI
スシー

刺身= SASHIMI
サシミー

円= IENE
イェン

このように、日本語からきた言葉の多くは、そのままの
発音でポルトガル語になっています。ほかにも、いけ花
（=IKEBANA

イケバナ

）、剣山（=KENZAN
ケンザン

）、空手（=KARATÊ
カラテ

）
などがあります。柔道や空手など日本から伝わった格闘技
では、技の名前や練習するときのかけ声も、日本語と同じ
発音です。

◆趣味の世界でも日本語が
食べ物では、天ぷら（=TEMPURA

テンプラ

）、焼きそば（=
YAKISOBA

ヤキソバ

）、豆腐（=TOFU
トーフ

）、みそ汁（=MISOSHIRU
ミソシル

）
などもブラジルの一般家庭で使われています。
日本食のレストランでは、たいていの客が、料理ととも

に「POR
ポル

FAVOR
ファボール

,HASHI
ハシ

」（＝すみません、お箸
はし

ください）
と頼みます。（でも、日本人が聞いたら「端」か「橋」に
聞こえるかもしれません）
また、趣味としても人気のある盆栽（＝BONSAI

ボンサイ

）もポ
ルトガル語として通じる日本語です。さらに、子どもたち
の間で大ヒットしているのが、日本の漫画（＝MANGÁ

マンガ

）
です。テレビでは日本のアニメも放送されていて、日本風
のキャラクターの名前を覚えたり、日本語のまま放送され
る主題歌を歌ったりしています。
カラオケで歌われる日本の歌と言えば、「上を向いて歩
こう」です。アメリカとブラジルでは「SUKIYAKI

スキヤキ

」とい
う題名で知られています。ブラジルでは、この歌を好きな
人が歌詞の意味を調べたり、日本語の歌詞を暗記したりし
ます。

◆離れていても関係は深い
ブラジルは、日本から見れば地球の反対側にある遠い国
です。しかし、移住した日本人と、その子孫が築いた日系
社会により、日本語は、ブラジル人の生活に自然に溶け込
み、社会全体に大きな影響を与えてきました。考えてみれ
ば、日本とブラジルは、距離はあっても関係は非常に深い
と感じるのです。
彦根市では、市役所の窓口だけでなく、一般のお店でも

「BOM
ボン

DIA
ヂーア

」、「OBRIGADO
オブリガード

」とあいさつしてくれること
があります。ブラジル人である私には、とてもうれしいこ
とです。まだ日本語がうまく理解できない外国籍市民の皆
さんにとっては、それ以上にうれしいことでしょう。皆さ
んもポルトガル語や英語などで、あいさつしてみてはいか
がでしょうか。

私が国際交流員になってからずっと続けてきたこの連載
も、今回で一区切りとします。来年度も、私は彦根で国際
交流員として活動を続けますので、どこかで出会ったとき
には声をかけてくださいね。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

〈対象〉市内に在住、在学または在勤で、ポルトガル語
教室初級を終えているか同等程度の人 〈日時〉４月２
日㈯～30日㈯の毎週土曜日の10：30～1 1：45 〈場
所〉国際交流ミーティングルーム（市民会館３階）〈定員〉

10人（先着順）〈費用〉500円 〈講師〉 国際交流員
田尾ロザーネほか 〈申込期間〉３月22日㈫～ 〈申
込・問い合わせ先〉 国際交流課☎30-6113

４
月
か
ら
、当
座
預
金
や
、

利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金

は
、「
決
済
用
預
金
」
と
し

て
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
定
期
預
金
や
、
利

息
の
つ
く
普
通
預
金
な
ど

は
、
１
金
融
機
関
に
つ
き
預

金
者
１
人
当
た
り
元
本
１
千

万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保

護
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
預
金
が

「
決
済
用
預
金
」
に
該
当
す

る
か
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、「
荒
神
山
古
墳
」

と
「
旧
彦
根
藩
足
軽
組
屋
敷
（
善
利
組
・
太

田
家
住
宅
）」
の
２
件
を
、
新
た
に
市
指
定

文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

「
荒
神
山
古
墳
」
は
、
全
長
１
２
４
ｍ
の

滋
賀
県
下
第
２
の
規
模
を
も
つ
前
方
後
円
墳

で
、
古
墳
時
代
を
解
明
す
る
う
え
で
貴
重
な

古
墳
で
す
。
な
お
、
墳ふ

ん

丘き
ゅ
う

は
３
段
に
造
ら

れ
て
い
て
、
埴
輪

は
に
わ

（
墳
丘
の
段
に
並
べ
ら
れ

た
素
焼
き
の
焼
物
）
を
巡
ら
せ
、
葺ふ

き

石い
し

（
墳

丘
の
表
面
を
飾
る
た
め
に
葺ふ

か
れ
た
石
）
で

覆
っ
て
い
ま
す
。

「
旧
彦
根
藩
足
軽
組
屋
敷
（
善
利
組
・
太

田
家
住
宅
）」
は
、
彦
根
藩
の
足
軽
組
屋
敷

の
中
で
最
大
の
規
模
で
あ
っ
た
善
利
組
の
足

軽
屋
敷
で
す
。
善
利
組
の
居
住
区
は
、
ほ
ぼ

現
在
の
芹
橋
一
丁
目
お
よ
び
二
丁
目
に
あ
た

り
ま
す
が
、
社
会
環
境
や
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
り
、
城
下
町
彦
根
の
面
影
を
残
す
建
物

が
年
々
姿
を
消
し
て
い
く
中
、
武
家
の
格
式

を
保
っ
た
足
軽
屋
敷
の
典
型
と
し
て
貴
重
な

建
物
で
す
。

今
回
の
指
定
で
、
市
指
定
文
化
財
は
合

計
54
件
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
◯　26　
５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
５
８

９
９
番

旧
彦
根
藩
足
軽
組
屋
敷
︵
善
利
組
・
太
田
家
住
宅
︶

荒
神
山
古
墳

遺跡の発掘・測量をする

発掘調査作業員に
登録しませんか

募集人数 30人
応募資格 高校生を除く16歳以上で発掘
について専門知識のある人・経験者・
関心のある人
登録期間 ４月13日㈬～９月30日㈮
※この期間で、必要に応じて雇用します。
面接日時 ４月７日㈭ 9：30集合
受付場所 市民会館（尾末町）
申込・問い合わせ先 ４月６日㈬17：15
まで（土・日曜日、祝日を除く）に
教育委員会文化財課☎26-5833、
FAX26-5899へ。※必ず事前に申
し込んでください。

うちの子に限って…
９歳以下の子どもの死亡要因のトップは交通事故で

す。なかでも、３歳～13歳までの間では、22人に１人
という高い確率で交通事故に遭っています。
元気な子どもの飛び出しに注意
交通事故で死傷した小学３年生以下の子どもの約３分
の１が歩行中。さらにその７割が道路横断中です。
毎日通る道だから
子どもといっしょに、子どもの目線で通学路を点検し
ましょう。道路を渡るときは、「止まる」「左右をしっか
り見る」「車が通りすぎるのを待つ」ことを繰り返し教
えましょう。

運転時には目を光らせて
住宅街で車を運転するときは、速度を落として子ども
の動きに気を配りましょう。また、止まっている車の陰
などから子どもが跳び出してこないか注意しましょう。
車の中でも気を付けて
６歳未満の子どもが、自動車に乗っているときに、チ
ャイルドシートを適正に使用していたときの死亡率は、
そうでないときの約４分の１。急ブレーキや交通事故に
備えて、チャイルドシートは子どもの体にあったものを
正しく使いましょう。
問い合わせ先 生活環境課☎30-6116、FAX27-
0395 ※記事中の数値は全国の集計に基づきます。

新入学（園）児の交通事故防止運動
－３月15日㈫～４月15日㈮－

春は、新入学（園）児が通学（園）を始める時期。

新しい通学路などで、子どもたちが交通事故に遭う

ことが心配されます。
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※
年
の
途
中
で
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
を
得
た
り
、
失
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
右
の
年
間
保
険
料
額
を

月
割
り
計
算
し
ま
す
。

保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
保
険
料
係
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

工
事
に
限
り
ま
す
。

・
工
事
に
か
か
る
経
費
の
総
額
が
、

20
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象
で

す
。

・
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
、
工
事

前
と
工
事
後
の
同
じ
角
度
か
ら
撮

影
し
た
写
真
が
必
要
で
す
。

・
本
事
業
の
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
申
込
者

多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

募
集
は
４
月
か
ら
開
始
す
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」

４
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
課
☎
◯30
６

１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９

８
番

介
護
保
険
料
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
）
者
の

仮
徴
収

特
別
徴
収
と
は
？

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
の
人
）
の
う
ち
、
年
間
18
万

円
以
上
の
老
齢
・
退
職
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
の
保
険
料
は
、
２
か
月

ご
と
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
引
き

去
り
し
て
い
ま
す
。（
一
部
、
例
外

も
あ
り
ま
す
）
こ
の
年
金
か
ら
の
引

き
去
り
に
よ
る
保
険
料
の
徴
収
を
特

別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

こ
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
皆

情報
掲示板

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

市
内
に
住
む
小
・
中
学
生
の
い
る

家
庭
で
、「
所
得
」
が
一
定
の
基
準

ま
で
の
保
護
者
に
、
児
童
・
生
徒
の

就
学
に
必
要
な
給
食
費
、
学
用
品
費

な
ど
の
一
部
を
支
給
し
、
安
心
し
て

就
学
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
制
度

で
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者
　
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

⑴
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を

受
け
て
い
る
人

⑵
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
⑶
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と

な
っ
た
人

⑷
平
成
16
年
分
の
収
入
が
、
市
の
定

め
る
基
準
以
下
の
世
帯
の
人

⑸
そ
の
他
、

教
育
委
員
会
が
援

助
費
の
受
給
を
必
要
と
認
め
る
人

給
付
内
容

学
用
品
費
、
学
校
給
食

費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
通
学

用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
き
方
法

所
定
の
申
請
書
（
各

小
・
中
学
校
と

教
育
委
員
会

事
務
局
（
市
民
会
館
２
階
）
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

４
月
１
日
㈮
以
降
に
、
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

が
彦
根
市
以
外
で
あ
っ
た
人
は
、

所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉

徴
収
票
や
課
税
証
明
書
な
ど
）

の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け
付

け
ま
す
。（
た
だ
し
、
援
助
は
受

付
日
以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

マ
イ
ホ
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム

経
費
の
一
部
補
助

彦
根
市
で
は
、
平
成
17
年
度
も
、

緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
促
進
事
業
」
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

制
度
の
概
要

・
所
有
者
が
、
自
分
の
住
む
住
宅
を

改
造
（
新
築
・
増
築
は
対
象
外
）

す
る
経
費
の
10
％
を
、
最
高
10
万

円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

・
平
成
14
年
度
以
降
に
、
下
水
道
が

供
用
開
始
に
な
っ
た
区
域
の
下
水

道
接
続
工
事
は
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

・
外
構
工
事
は
補
助
の
対
象
と
し
ま

せ
ん
。

・
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
か
、
住

所
の
あ
る
個
人
業
者
に
発
注
す
る

さ
ん
の
平
成
17
年
度
の
保
険
料
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

半
年
間
、
仮
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

介
護
保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
本

人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
全
員
の
前
年

の
所
得
状
況
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

４
月
以
降
に
徴
収
す
る
介
護
保
険
料

（
平
成
17
年
度
の
保
険
料
）
は
、
平

成
16
年
中
の
所
得
状
況
が
確
定
す
る

６
月
以
降
で
な
い
と
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
４
月
・
６

月
・
８
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら

引
き
去
る
保
険
料
額
は
、
仮
の
保
険

料
額
と
し
て
、
原
則
、
今
年
２
月
に

引
き
去
り
を
し
た
保
険
料
額
と
同
じ

額
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ

を
仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。

保
険
料
額
が
確
定
し
た
ら

そ
の
後
、
確
定
し
た
平
成
16
年
中

の
所
得
状
況
を
も
と
に
決
定
し
た
平

成
17
年
度
の
介
護
保
険
料
額
か
ら
、

４
月
・
６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
し
た

合
計
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
、
10

月
・
12
月
・
２
月
に
分
け
て
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
17
年
度
介
護
保
険
料
額
の
決

定
通
知
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。な

お
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
17

年
度
の
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料
額

は
、
下
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度

現
在
の
制
度
と
な
る
以
前
の
国
民

年
金
制
度
で
、
任
意
加
入
期
間
（
強

制
加
入
で
は
な
く
、
任
意
に
申
し
出

れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
期

間
）
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で

き
な
か
っ
た
人
に
特
別
障
害
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
で
す
。（
例
え
ば
、

５
月
に
請
求
す
る
と
６
月
分
か
ら
の

支
給
に
な
り
ま
す
。）
４
月
中
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
と
、
４
月
請

求
分
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

保
険

年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対
象
者

次
の
条
件
①
ま
た
は
②
の

い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
人

条
件
①
︵
次
の
ア
〜
ウ
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
︶

ア

傷
病
に
関
す
る
初
診
日
が
昭
和

61
年
３
月
31
日
以
前
で
あ
る
人
。

イ

ア
の
初
診
日
の
当
時
、
被
用
者

年
金
各
法
（
厚
生
年
金
法
、
各
共

済
組
合
法
な
ど
）
の
被
保
険
者
な

．
．
．
．
．

ど
の
配
偶
者
で

．
．
．
．
．
．

あ
っ
て
、
国
民
年

金
法
の
任
意
加
入
者
で
は
な
か
っ

た
人
。

ウ

そ
の
傷
病
に
よ
り
、
現
に
国
民

年
金
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
程

度
の
状
況
に
あ
る
人
。（
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
お
い
て

障
害
等
級
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
の
状
況
に
至
っ
た
人
に
限
る
。）

条
件
②
︵
次
の
ア
〜
ウ
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
︶

ア

傷
病
に
関
す
る
初
診
日
が
平
成

３
年
３
月
31
日
以
前
で
あ
る
人
。

イ

ア
の
初
診
日
当
時
、
学
生
ま
た

．
．
．
．

は
生
徒
で

．
．
．
．

あ
っ
て
、
国
民
年
金
法

の
任
意
加
入
被
保
険
者
で
な
か
っ

た
人
。

ウ

そ
の
傷
病
に
よ
り
、
現
に
国
民

年
金
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
程

度
の
状
況
に
あ
る
人
。（
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
お
い
て

障
害
等
級
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
の
状
況
に
至
っ
た
人
に
限
る
。）

手
続
き

保
険
年
金
課
（
４
月

１
日
受
付
開
始
）
※
支
所
・
出
張

所
で
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

支
給
額

１
級
　
月
額
５
万
円
、
２

級
　
月
額
４
万
円

※
所
得
に
よ
っ
て
支
給
が
制
限
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
老
齢
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
場
合
は
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

※
保
険
料
納
付
要
件
や
、
強
制
加
入

期
間
中
の
未
加
入
な
ど
が
理
由

で
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
人
は
、
今
回
の
給
付
金
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
第
３
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出

第
３
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
配
偶
者
な
ど
）
の
届
出
を
２
年

以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
続
き
を
し
た

場
合
、
２
年
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
、現
在
は
未
納
扱
い
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
、
年
金

受
給
権
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
過
去
の
未
納

期
間
に
つ
い
て
も
保
険
料
納
付
期
間

と
す
る
特
例
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
済
み

期
間
と
な
っ
た
期
間
中
に
発
生
し
た

障
害
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
障
害
基
礎
年
金
は
発
生
し
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
で
に
２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て

第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き
を
し
て

い
る
人
は
、
改
め
て
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
は
、
４
月
下

旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
お
知
ら
せ
が

送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、「
や
む
を
得
な
い
理
由
」

が
あ
れ
ば
、
２
年
を
超
え
る
第
３
号

被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

納
付
済
み
期
間
と
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
０
３
８
番
、

保
険
年
金
課
年
金
係
☎
◯　22　
１
４

１
１
番
内
線
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

農
家
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
家
調
査
は
、
農
地
法
の
許
可
申

請
な
ど
の
審
査
や
農
業
行
政
関
係
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
す
る

調
査
で
す
。
今
年
も
４
月
１
日
現
在

に
お
け
る
、
農
地
の
利
用
状
況
と
生

産
調
整
計
画
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
す
。

農
地
を
所
有
、
ま
た
は
耕
作
し
て

い
る
人
は
、
配
布
さ
れ
る
調
査
票
に

記
入
の
う
え
、
４
月
５
日
㈫
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事

務
局
☎
◯30
６
１
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　22　
１
３
９
８
番
、

農
政
課
☎
◯30

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
９
６
７

６
番

市内を走るバスに
高齢者用回数券が導入されます

近江鉄道バス、湖国バス、彦根観光バスの各路線に、共
通で利用できる高齢者用回数券（鶴亀
回数券）が発売されます。
対象者 61歳以上の人（購入時に身分
を証明する書類の提示が必要です）
料金 １冊につき1,500円（100円券
の20枚つづり）※割引率25％
販売・使用開始日 ４月１日㈮
販売窓口 近江鉄道彦根旅行センター（大東町）、彦根観光
バス営業窓口（稲里町）
※運行中の路線バスの車内でも購入できます。
その他 ４月からは、普通回数券も各社の路線バスで共通
乗車できます。
問い合わせ先 近江鉄道㈱彦根旅行センター☎22-8103、
湖国バス㈱彦根営業所☎25-2501、ＦＡＸ25-3249、
彦根観光バス㈱☎43-5711、ＦＡＸ43-5450
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高齢者保健福祉協議会は、高齢者保健福
祉計画や介護保険事業計画の策定・評価な
どについて協議をします。この協議会は公
開して開催されますので、傍聴は自由です。

日時 ３月29日㈫ 13：30～　
場所 福祉保健センター（平田町）
問い合わせ先 介護福祉課
☎23-9660、FAX26-1768

開催します
彦根市高齢者
保健福祉協議会

情報
掲示板

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
登
録
と

注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬

市
内
で
飼
わ
れ
て

い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場

表
の
と
お
り

料
　
金

●
既
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬

３
、２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
を

含
む
）

●
未
登
録
の
犬
　
６
、
２
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
、
０
０
０
円
、

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
を
含
む
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補
助

犬
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

お
願
い

⑴
既
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
の
飼

い
主
の
人
は
、
必
ず
　
犬
の
登

録
カ
ー
ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑵
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主
の

人
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
と
生
年
月
日
、
オ
ス
・

メ
ス
の
別

を
書
い
た
メ
モ
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑶
必
ず
犬
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑷
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
、
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

⑸
体
調
が
悪
い
犬
は
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑹
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
場
合

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑺
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は
、

必
ず
首
輪
に
つ
け
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス（
首
輪
の
代
わ

り
に
つ
け
る
ベ

ル
ト
）は
、
犬

が
暴
れ
て
外
れ

る
と
き
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
管
理

課
☎
◯　24　
０
８

１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　24　
５
８

７
０
番

固
定
資
産
税
の
価
格
等

平
成
17
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

平
成
17
年
度
の
固
定
資
産
税
額
の

も
と
に
な
る
、
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
価
格
等
は
３
月
末
に
決
定
し

ま
す
。
こ
の
新
し
い
価
格
等
を
次
の

と
お
り
開
示
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
土
地
・
家
屋
の

価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年
に
１

度
の
「
評
価
替
え
」
を
す
る
年
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
価
の
下

落
が
激
し
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
価

格
の
修
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
縦
覧

納
税
義
務
者
が
、
自
分
の
資
産
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
ほ
か
の

資
産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。

期
間

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

場
所

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人

市
内
に
課
税
対

象
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

■
閲
覧

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
も
、

使
用
・
収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

平
成
17
年
度
分
の
閲
覧
開
始
日

４
月
１
日
㈮

閲
覧
の
対
象

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

閲
覧
で
き
る
人

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親

族
、
ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人

な
ど

縦
覧
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧

で
き
る
人
の
条
件
や
、
本
人
確
認
の

方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.

hikone.shiga.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
服
申
立
て
に
つ
い
て

平
成
16
年
中
に
新
増
築
さ
れ
た
家

屋
、
地
目
変
更
が
あ
っ
た
土
地
な
ど

状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
土
地
・
家
屋

や
、
価
格
が
修
正
さ
れ
た
土
地
を
所

有
す
る
人
で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る

場
合
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

日
（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
の
後
60
日
の
間

に
、
彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に
対
し
て
、
審
査
の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産

税
係
☎
◯　22　
１
４
４
１
番
内
線
２

０
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番



▼
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
申
込
を

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
粗
大
ご

み
を
有
料
で
戸
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
を
処
分
す
る
と
き
は
、
大
き

さ
を
測
り
、
上
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
ご
み
の
出
前
講
座
　
開
催
中

ご
み
の
分
別
方
法
や
、
処
理
の
方
法

で
戸
惑
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
清

掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
治
会
や
各
種
団

体
な
ど
の
依
頼
に
応
じ
て
、「
ご
み
の

出
前
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

土
・
日
曜
日
や
夜
で
も
開
催
で
き
ま

す
の
で
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

搬入受入日 ３月27日㈰ 搬入時間 9：00～12：00
※搬入できるのは粗大ごみだけです
問い合わせ先 清掃センター管理課
☎22-2734、FAX24-7787
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〈内容〉観光ＰＲ使節として活躍できる、明るく活力に満
ちた人２人を募集します。選ばれた人は、彦根の観光Ｐ
Ｒをするほか、都市間交流行事などさまざまな公的行事
に参加します 〈特典〉海外旅行、豪華景品 〈応募資格〉
市内に在住・在勤の18歳以上の人（ただし、高校生は除
く）で、１年間、各種行事（約30回）にいつでも出務で
きる人 〈募集期限〉４月25日㈪（必着）〈応募方法〉応募
用紙（彦根観光協会事務所（いろは松前）、彦根市観光案内
所（彦根駅前）、 観光課（市役所３階）にあります）に必要
事項を書いて、全身写真（サービス判＝縦約12㎝×横約
９㎝）を添えて応募してください 〈選考会〉５月７日㈯
〈応募・問い合わせ先〉㈳彦根観光協会内「ひこねお城大
使」募集係（〒522-0001 尾末町１-51）☎23-0001、
FAX26-1919

〈日時〉４月17日㈰10：00～14：00 〈場所〉大手前公園（金
亀町）〈出店料〉１ブース500円 〈申込期限〉４月５日㈫
（ただし、160ブースで締め切り）〈申込方法・問い合わせ
先〉往復はがきかファクスで住所、名前、電話番号、出店
品目、人数、出店希望日（４月17日）、搬入車両番号をリ
サイクルステーション（〒522-0088銀座町４-19）☎26-
4810へ（日・木曜日以外の10：00～16：00）

〈日程〉４月９日㈯８：45彦根駅集合、同17：00海津大崎
着・宿泊、同10日㈰８：00出発、同17：00彦根駅着 〈対
象〉小学３年生以上（小学生は保護者同伴）〈参加費〉一般
6,000円、小学生5,000円 〈申込・問い合わせ先〉ひこね
自転車生活をすすめる会☎090-3261-5803（竹内方）

募　集
ひこねエコマーケット『夢畑』出店者ひこねお城大使

ぐるりとびわ湖一周サイクリング参加者

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。
※収集のときは、バケツ１杯の水をご用意く
ださい。

４月前半

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、山之脇、開出今藏の町団地、八坂東団地、
野瀬、西今、三津、海瀬

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、西今、三津屋

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、開出今、甘呂、宇尾、須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、清崎、稲枝（西）、服部、出
路、田原、稲部（稲部）

日夏、清崎、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下稲葉、
本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【4月前半】

図書館休館日 ４日(月)、１１日(月)

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

8日㈮

12日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３日㈬
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１４日㈭
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

日本赤十字社
社資募集の結果

人道・博愛・奉仕の精神により、「世界
の平和と人類の福祉増進」のため、平成16
年５月から実施した日本赤十字社の社資募
集には、皆さんの温かいご支援、ご協力を
いただき、ありがとうございました。

平成16年度の実績額（３月１日現在）
◆法　人　　　　２,６６８,５００円
◆個人・自治会　４,９９９,２６７円
◆奉仕団　　　　 ５０６,０００円
合　計　　　８,１７３,７６７円

ご協力いただきました社資は、すべて日
本赤十字社滋賀県支部に送金いたしまし
た。その社資は、日本赤十字社の災害救助
活動や地域の医療推進、国際救助活動など
の事業に活用されます。
問い合わせ先 日本赤十字社彦根市地区事
務局（ 出納室内）☎30-6129

休日（３月27日㈰）に
粗大ごみの搬入を受け入れます

彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内

（
彦
根
市
・
犬
上
郡
）
で
発
生
し
た

火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況
を

統
計
に
ま
と
め
公
表
し
て
い
ま
す
。

火
災
に
関
す
る
統
計
の
あ
ら
ま
し

は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。
放
火
や
、

放
火
の
疑
い
に
よ
る
火
災
は
、
全
国

的
に
も
全
火
災
の
約
20
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
周

辺
に
可
燃
物
を
置
か
な
い
、
門
灯
を

終
夜
点
灯
す
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
は
、
た
ば
こ
の
火
の

不
始
末
に
よ
る
火
災
が
７
件
発
生
し

て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
火
は
７
０
０

度
に
も
達
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
し
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

救
助
に
つ
い
て
の
統
計
の
あ
ら
ま

し
は
表
２
、
救
急
に
つ
い
て
は
表
３

の
と
お
り
で
す
。

平
成
16
年
中
の
救
急
出
動
回
数

４
、３
０
１
件
は
、
平
均
す
る
と
１

日
に
12
件
、
２
時
間
に
１
回
救
急
車

が
出
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
防
本
部
は
、
救
急
車
に
救
急

救
命
士
を
乗
車
さ
せ
る
な
ど
体
制
の

高
度
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
手
で
応

急
手
当
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、

消
防
本
部
で
は
、
応

急
手
当
の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
会
社
、
自
治
会
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
、
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
も
開
催
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
本
署

☎
◯　22　
６
１
１
９
番
、
南
分
署
☎
◯　43　

５
６
７
０
番
、
北
分
署
☎
◯　 23　
０
１

１
９
番

平
成
16
年
　
彦
根
市
消
防
本
部
管
内
の
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
発
生
状
況
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健康管理だより

竹た
け

田だ

樹じ
ゅ

理り

ち
ゃ
ん

︵
後
三
条
町
︶

松ま
つ

岡お
か

陽ひ

菜な

ち
ゃ
ん

︵
後
三
条
町
︶

増ま
す

田だ

拓た
く

海み

ち
ゃ
ん

︵
開
出
今
町
︶

10広報ひこね　平成17年３月15日

◆
検
査
を
し
て
も
異
常
な
し

「
か
ら
だ
が
だ
る
い
」「
め
ま
い

が
す
る
」「
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る
」

「
頭
が
痛
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
お

腹
が
痛
い
」「
体
重
が
減
っ
た
」「
眠

れ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
症
状
で
病

院
を
受
診
し
た
け
れ
ど
も
、
検
査
を

し
て
も
「
ど
こ
も
異
常
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
た
人
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。

人
間
の
身
体
の
臓
器
と
脳
の
間
に

は
「
自
律
神
経
」
と
い
う
神
経
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
神
経
の
働
き
が
乱
れ

る
こ
と
で
臓
器
や
器
官
が
う
ま
く
動

か
な
い
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
症
状

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
や
ス
ト
レ
ス
も

ま
た
、
人
間
の
身
体
は
下か

垂す
い

体た
い

、

甲こ
う

状じ
ょ
う

腺せ
ん

、
副ふ

く

腎じ
ん

、
卵ら

ん

巣そ
う

な
ど
様
々

な
臓
器
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン
に
よ

っ
て
、
機
能
が
調
節
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
に
異
常
が
あ
る
場
合
も
、
同
じ

よ
う
な
症
状
が
出
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
日
の
ス
ト
レ
ス
社
会

の
な
か
で
、
色
々
な
理
由
で
不
安
に

な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
気

持
ち
が
沈
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
脳

が
慢
性
的
に
疲
労
し
て
こ
の
よ
う
な

症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
と
き
で

も
、
自
分
が
受
け
て
い
る
ス
ト
レ
ス

に
気
づ
か
な
い
こ
と
も
多
い
の
で

す
。

◆
「
心
身
一
如
」
の
考
え
方

こ
の
よ
う
な
症
状
に
対
し
て
、
心

療
内
科
で
は
、
心
と
身
体
の
両
面
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。
一

般
的
な
医
学
で
は
、
心
と
身
体
に
分

け
て
、
別
々
に
治
療
し
ま
す
が
、
心

療
内
科
で
は
、
心
と
身
体
は
同
一
の

も
の
で
分
け
が
た
い
と
す
る
「
心
身

一
如
」
の
考
え
方
の
も
と
に
治
療
を

進
め
て
い
く
の
が
特
徴
で
す
。

心
療
内
科
は
、
内
科
か
ら
生
ま
れ

た
診
療
科
で
す
。
生
活
習
慣
病
と
言

わ
れ
る
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
高
脂

血
症
を
は
じ
め
、
気
管
支
喘ぜ

ん

息そ
く

や
胃

潰か
い

瘍よ
う

な
ど
、慢
性
疾
患
の
多
く
で
は
、

病
気
が
現
れ
る
き
っ
か
け
や
、
治
療

が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
に
、
患
者

の
心
の
あ
り
よ
う
や
、
社
会
的
な
要

因
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
疾
患
の
治
療
で
は
、
心
と
身
体
の

両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
分
か
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
や
病
気
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
一
度
心
療
内
科
を
受

診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

心
と
病
気
の
関
係
を
考
え
る
こ
と

で
、
分
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と

心
療
内
科
で
は
考
え
る
の
で
す
。

４月から、保険証の色が変わります
水　　　色　➡　クリーム色

桃　　　色　➡　うぐいす色

彦
根
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

４月１日㈮から、国民健康保険
被保険者証（保険証）の色が『ク
リーム色』に、退職被保険者証
（○退保険証）の色が『うぐいす色』
に、それぞれ変わります。
現在使われている『水色』およ
び『桃色』の保険証は、３月31日

㈭までしか使うことができませ
ん。４月になりましたら、古い保
険証は各自で処分してください。
問い合わせ先 保険年金課保険
医療係☎22- 1 4 1 1 （内線
136）、FAX21-2220

今回のクイズには、はがきと電子メール合わせて約300
通の応募をいただきました。正解者の中から抽選で30人
に図書券をお送りしました。
なお、併せて記入をお願いした「広報ひこね」の紙面に
ついてのご意見やご要望などにも、たくさんご記入いただ
きました。
回答のあった内容には、「まちの情報源として活用して
いる」などといった声が多く見られました。また、子育て
中の皆さんからは、子育て支援情報についての要望が多く
寄せられました。ほかにも「紙面にもっと市民を登場させ
て欲しい」「自治会活動をとりあげて欲しい」など、身近
な情報についての要望がありました。
また、意見のなかに「紙質が立派すぎる」とあった点に
ついては、２月１日号から紙を変更しました。現在、市の
あらゆる施策が、経営改革の視点から見直されています。

「広報ひこね」にも、皆さんの声を導き手としながら、今
後さらに変更が加えられていきます。これからも、「広報
ひこね」にご意見・ご要望をお聞かせください。
問い合わせ先 情報政策課広報係
☎30-6103、FAX22-1398
E-mail: koho@ma.city.hikone.shiga.jp

（
問
題
は
１
月
１
日
号
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

３月１日号「10か月になりました」中、津田果

凛ちゃんとあるのは、「津田花凜ちゃん」の誤り

でした。おわびして訂正します。

おわびと訂正
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

雨壺山を背にした稲毛さん

表
紙
の
こ
と
ば

稲い
な

毛げ

麗れ
い

子こ

さ
ん
︵
平
田
町
︶

自
宅
の
窓
か
ら
、
雨あ

ま

壺つ
ぼ

山や
ま

を
一
幅
の
絵

の
よ
う
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雨
壺

山
は
、四
季
折
々
の
彩
り
が
大
変
美
し
く
、

子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
よ
く
家
族
で

訪
れ
た
も
の
で
す
。

い
つ
だ
っ
た
か
、
春
も
ま
だ
浅
い
日
、

新
神
社
を
訪
れ
た
と
き
に
、
ま
だ
葉
を
つ

け
て
い
な
い
裸
の
木
々
の
間
に
、
大
き
な

上
水
道
の
タ
ン
ク
（
天
王
山
配
水
池
）
が

見
え
大
変
驚
き
ま
し
た
。
春
か
ら
秋
に
か

け
て
は
、
木
々
の
葉
に
遮
ら
れ
て
い
る
た

め
、
決
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
景
色

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
日
を
追
う
ご
と
に
暖
か

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
大
好
き
な
紅
梅
の

香
し
い
花
を
も
と
め
て
、
ま
た
足
を
運
び

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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彦根城域には、染
そめ

井
い

吉
よし

野
の

を中心に1,300本余りの桜が植
えられています。国宝の天守を背景に、これらの桜が彩り
を競い合う様は見逃せない景色といえるでしょう。
桜まつりの期間中、桜場駐車場周辺では、ライトアップ
された夜桜見物もお楽しみいただけます。（ライトアップ
は、日没から21：00まで。）城内を桜色に染める花々が、
ぼんぼりの明かりに映える風情は格別です。

*交通規制（車両通行止め）のお知らせ*

桜の時期、彦根城には市内外から多くの見物客があり、
混雑が予想されます。事故防止のため、城内で交通規制
（車両通行止め）を実施します。ご協力をお願いします。
規制区間 ○元二の丸派出所～黒門前

期間中毎日　　　　　9：00～22：00
○いろは松～彦根東高校前
期間中の土・日曜日　9：00～18：00

※金亀公園内の施設（野球場、テニスコートなど）を利用
する場合も通り抜けできません。ご注意ください。

お　　願　　い

夜桜見物のために早朝や昼間からロープや敷物など

で場所取りをすることは、他のお花見客にたいへん迷

惑になります。だれもが気持ちよく花見を楽しめるよ

う、こうした事前の場所取りはご遠慮ください。

また、火災防止のため、城内でのたき火は禁止して

います。交通規制と併せてご協力をお願いします。

*ご城下にぎわい市 *

日　　時 3月26日㈯～4月17日㈰（期間中無休）の
9：00～17：00

場　　所 金亀児童公園
梅や桜に誘われて彦根城へお出かけのときは、ぜひお立
ち寄りください。彦根ならではの「食」や特産品を一堂に
集めて展示販売する、文字どおりにぎやかな市です。

３月19日(土)・20日(祝)・21日(振)の3日
間、彦根城梅林において笹酒（彦根産
地酒）と梅昆布茶の無料サービスを行
います。

時間 11：00～15：00（雨天中止）
※通常の彦根城観覧料（一般500円、小
・中学生200円）は必要です。


